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　　  近世後期の肥前磁器の画一的生産
　　　　  と製品種別制度について

  　野上建紀

　�7 世紀後半、海外需要の増大に伴い肥前の窯業界は

飛躍的に生産能力を拡大した。�7 世紀末に海外貿易

が減退すると、その拡大した生産能力を振り向けるた

めに国内市場の中に新たな需要層の開拓を目指した。

そのために磁器の量産化を行い、それまで磁器を使用

していなかった階層にまでその使用を浸透させていっ

た。その量産化の方法の一つが大量焼成であった。窯

の規模を拡大させ、一度に大量に焼成することにより、

焼成コストを下げたのである。

　そして、この大量焼成とともにあったのが製品の画

一的な生産である。画一的に生産することで、生産工

程における生産技術を単純化させることができ、一度

に大量に生産させることが可能になるのである。製品

それぞれに違った文様を描くよりも一つの文様を多く

の製品に描く方がはるかに容易で早いことはいうまで

もなかろう。以前、�7 世紀末から �8 世紀前半の染

付皿製品の裏文様の変遷によって、この時期の製品の

粗雑化あるいは文様の簡略化を示したことがある（野

上 �99�）。この製品の粗雑化や文様の簡略化そのもの

も生産コストの削減につながることは言うまでもない

が、むしろ製品の粗雑化や文様の簡略化はこれを容認

する生産システムによる結果であって目的ではない。

つまり、同じ製品を大量に生産することを繰り返すこ

とによって、製品は粗雑化し、文様も簡略化していく

と思われるのである。

１　製品種別制度について

　製品の画一的な生産を最もよくあらわす制度の一つ

として、�9 世紀に設けられたとされる窯焼きの製品種

別制度がある。『肥前陶磁史考』によれば、文化 �2 年

（�8�5）に窯焼の製品種別制度を設けたとある。すな

わち、「文化十二年（�8�5）十二月、有田皿山代官に

補せられし成松萬兵衛信久は、窯焼の製品種別制度を

設けて、他山の追従を赦さざる迄に熟練せしめ、そし

て各山旧来の特色を保たしむることとした。（中略）而

して各山定むるところは、南川原山は型打丼類、外尾

山と黒牟田山は型打角鉢及小判型皿、広瀬山は嗽ひ丼

及び八角鉢、応法山は神酒瓶及び小瓶、市の瀬山は六

角丼等であった。此制度は有田皿山にも行はれ、泉山、

上幸平、中樽は膳附物即ち食器類とし、大樽は丼と鉢、

白川、幸平、稗古場は鉢丼と花瓶に定め、岩谷川内は、

火入れと弁当重類に限られたのである。」（中島 �936、

p509）とある。これを近年、発掘調査が行われた窯と

金沢大学考古学研究室　　2007 年 7 月 � 日 

　　（窯場名）  　（器　種）  　（調査窯跡）  

泉山・上幸平・中樽　 膳附物 　　　　 小樽２号窯・年木谷１号窯・年木谷３号窯

大樽　　　　　　　　 丼と鉢　　　　  未調査

白川・幸平・稗古場　 鉢丼・花瓶　　　　　　 下白川窯・谷窯・稗古場窯

岩谷川内　　　　　　 火入れと弁当重類　 猿川窯

南川原山　　　　　　 型打丼類　　　　　　 南川原窯ノ辻窯・樋口３号窯

外尾山・黒牟田山　　 型打角鉢及び小判型皿　 多々良の元Ｄ窯

広瀬山　　　　　　　 嗽い丼及び八角鉢　　　 広瀬向２号窯、茂右衛門窯

応法山　　　　　　　 神酒瓶及び小瓶　 窯の谷窯

市ノ瀬山　　　　　　 六角丼   未調査　

別表　窯焼の製品種別制度（『肥前陶磁史考』）
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１ 楠木谷窯跡

２ 枳薮窯跡

３ 年木谷１号窯跡

４ 年木谷２号窯跡

５ 年木谷３号窯跡

６ 小樽１号窯跡

７ 小樽２号窯跡

８ 山小屋窯跡

９ 舞々谷窯跡

10 中樽窯跡

11 前登窯跡

12 西登窯跡

13 大樽窯跡

14 白焼窯跡

15 谷窯跡

16 天狗谷窯跡

17 中白川窯跡

18 下白川窯跡

19 稗古場窯跡

20 天神山窯跡

21 天神町窯跡

22 猿川窯跡

23 長吉谷窯跡

24 禅門谷窯跡

25 一本松窯跡

26 向ノ原窯跡

27 外尾山窯跡

28 外尾山廟祖谷窯跡

29 丸尾窯跡

30 掛の谷窯跡

31 弥源次窯跡

32 窯の谷窯跡

33 山辺田窯跡

34 多々良の元窯跡

35 多々良２号窯跡

36 黒牟田新窯跡

37 小溝下窯跡

38 小溝中窯跡

39 小溝上窯跡

40 清六ノ辻１号窯跡

41 清六ノ辻大師堂横窯跡

42 清六ノ辻２号窯跡

43 小物成窯跡

44 天神森窯跡

45 南川原窯ノ辻窯跡

46 柿右衛門窯跡

47 樋口窯跡

48 源左衛門窯跡

49 ムクロ谷窯跡

50 平床窯跡

51 岩中窯跡

52 二ノ瀬窯跡

53 香茸窯跡

54 茂右衛門窯跡

55 広瀬向窯跡

56 小森窯跡

57 獅子川窯跡

58 弁財天窯跡

59 蔵本窯跡

60 迎の原窯跡

61 迎原高麗神窯跡

62 登辻窯跡

63 原明窯跡

64 楠木原窯跡

Figure 1　有田町内古窯跡分布図
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ともに整理すると別表のようになる。

　そして、この制度が設けられたのは、文化 �2 年

（�8�5）であるが、「各山旧来の特色を保たしむること」

とあるように、それ以前より窯場ごとの器種の偏りは

あったのである。ここではこのような器種の偏りがど

のような過程で形成されたかについて、いくつか窯場

の例をあげてみていきたい。

２　各地区の製品組成の変遷

①泉山・中樽・上幸平地区

　泉山地区の窯場は �7 世紀当時、年木山と称されて

おり、�7 世紀中頃に一度廃されている。�7 世紀の年

木山の窯場を構成していた楠木谷窯、枳薮窯、年木谷

３号窯（旧窯）は、いずれも皿類を主体に生産してい

た窯である。一方、年木谷３号窯（新窯）の背後に宝

暦 2 年（�752）「奉寄進上泉山登釜焼中」の石碑があ

ることから �752 年には泉山地区の窯場が再興されて

いたことは確かであり、その年木谷３号窯（新窯）の

発掘調査では主に �9 世紀以降の製品の出土であった

が、染付碗類を主体としている。安永 7 年（�778）

に築窯されたとされる年木谷１号窯も染付碗類が主体

である。また、文化 �0 年（�8�0）に築窯を願い出て

翌年焼いた記録が残る小樽２号窯も染付碗類が主体で

ある。小樽２号窯は築窯を願い出た者が「皿山上幸平

釜焼源吾」であり、当時の上幸平の窯場もまた染付碗

が主体であった可能性が高い。いずれも製品種別制度

の記述と合致する。一方、泉山口屋番所遺跡で検出さ

れた整地土壙には登り窯の物原から一括して持ち込ま

れたと思われる �7 世紀末頃の製品が多数廃棄されて

いた（野上 �993、p�02-��0）。それらの中には碗以

外にも皿、鉢類が多数含まれていた。これらが泉山地

区の窯場の製品であるかどうかは不明であるが、失敗

品であることから近接する窯場から持ち込まれた可能

性が高い。泉山の窯場でなければ、付近の上幸平、中

樽地区あたりの窯場の失敗品と思われるが、いずれに

せよ製品種別制度では膳附物を焼かせたとされる窯場

である。�7 世紀末頃にはまだ製品種別制度に記される

器種に製品が片寄った様子は見られないようである。

②白川地区

　白川地区の天狗谷窯は成立当初より、碗・瓶の割合

が高い窯であり、中白川窯や下白川窯も共通する特色

をもっていた。しかし、海外輸出が本格化する頃に大

きく器種構成が変化する。すなわち、染付芙蓉手皿を

はじめとした皿類の割合が高くなるのである。�7 世

紀末〜 �8 世紀前半は国内向けの製品も多いが、海外

向けの染錦素地皿、染錦素地大壷なども多く見られる。

�8 世紀中頃以降は国内向けの染付小皿、碗、鉢、紅皿

が出土する。

　この製品種別制度で、白川とともに鉢丼と花瓶を生

産する窯として記されている幸平、稗古場は、白川周

辺に位置する窯場であるが、いずれも �7 世紀代に金ヶ

江一族が関わった窯場である点で共通している。

③応法地区

　応法地区の窯場は �7 世紀中頃の成立当初は染付小

Figure 2　年木谷３号窯跡出土磁器碗
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皿類を主体に生産しており、瓶類はほとんどみないが、

内山地区の窯場の再編成の頃に大きく器種組成が変化

する。�7 世紀後半より碗、瓶、中皿の割合が高くなる

のである。そして、�7 世紀末から �8 世紀前半の間は碗、

瓶を主体に生産するが、皿類もまだ比較的多い。�8 世

紀中頃よりその製品のほとんどが瓶類となる。

　また、『皿山代官旧記』文化九年申日記（池田編

�966、p�）によれば、応法山は享保 �7 年（�732）

の大凶作によって、応法山は庄屋を勤める者がいな

くなり、黒牟田山に住んでいた林右衛門が応法山に

引っ越して、応法山を再興している（野上 �99�、

p�5-�6）。林右衛門の子一郎右エ門が宝暦 �� 年（�76�）

から庄屋を勤めているので、�732 〜 �76� 年の間に

中断している時期があったようである。近接する黒牟

田山の者が庄屋を勤めるようになるなど、当時の応法

山と黒牟田山の関わりは深い。�8 世紀前半において黒

牟田山の多々良の元Ｃ窯では瓶類が出土し、窯の谷窯

では比較的皿類が多いことなどはその関わりに一因が

あると推測される。両者の関わりがこの応法山の中断

の時期に限ったものではないと思われるが、窯場が中

断した際には陶工が黒牟田山へ移る者もいたであろう

し、新たな庄屋が黒牟田山から引っ越してきた際には

それに伴って応法山へ移る者もいたと思われる。こう

した陶工の移動がまた器種構成に変化を生みだすよう

である。

３　器種における画一的生産　

　各窯場によって様相はいくらか異なるし、必ずしも

製品種別制度に記載されている製品を主体としていな

い窯場もあるが、全体としては窯場ごとに製品の偏り

が顕著になることは確かなようである。そして、窯場

ごとの器種の画一的な生産に至る過程については、以

下のような指摘が可能であろう。

　まず、生産される製品の器種は、本来、その陶工集

団の性格によるところが大きい点を指摘できる。つま

り、陶工集団の構成が変化すれば、製品の器種構成も

変化するし、窯場内の陶工集団の構成に変化がなけれ

ば、生産される製品の器種の変化も乏しいということ

である。例えば瓶や壺などの袋物や碗類の生産と金ヶ

江一族との関わりは深い。�630 年代以前に金ヶ江三

兵衛が関わったとされる小溝地区の窯場でも瓶や壺類

及び碗類の出土は比較的多いし、�630 年代頃に開窯

したとされる天狗谷窯もまたそうである。�7 世紀後半

に金ヶ江一族を含む陶工集団が移住した応法地区の窯

場もその頃より瓶・壺類及び碗類の生産を始めている。

また、製品器種制度に「鉢丼・花瓶」を焼かせたとさ

れる白川・幸平・稗古場はいずれも金ヶ江一族ゆかり

の窯場である。竜泉寺過去帳の記載から白川地区に

は �7 世紀後半以降も金ヶ江家の一部がとどまり、稗

古場山には �7 世紀後半に金ヶ江三兵衛家が白川地区

から移った窯場であることがわかるし、幸平地区もま

た金ヶ江家一族が関わった可能性が考えられるのであ

る。ある特定の陶工集団がもつ特色によって窯場の性

格が形成され、それが窯場の基本的な性格の一部とし

て継続された可能性が考えられる。

　そして、海外輸出の本格化に伴って、器種構成が大

きく変わる点も指摘できる。これについては二つの側

面があろうと思う。一つは当時の窯場の興廃に伴う陶

Figure 3　応法窯の谷窯跡出土磁器瓶・油壷
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工の移動が頻繁であったこと、一つは海外輸出の本格

化による需要の多様化が器種の増加につながったこと

である。前者の陶工の移動が製品の器種構成に大きな

影響を与えることについてはすでに述べたとおりであ

る。

　また、製品種別制度にある器種の生産の多くは �7

世紀後半にはすでに始められている点も指摘できる。

応法地区の瓶類の生産がそうであり、白川・幸平・稗

古場における瓶類の生産もまたそうである。そして、

�8 世紀以降、生産される器種の種類が減少していくこ

とも指摘できる。応法山のように一時中断することで、

近接する黒牟田山から陶工が移動する特殊な例などは

あるが、�8 世紀以降は概して陶工集団も窯場に定着し、

少なくとも集団を伴う移動があまり行われなかったこ

とを示しているように思う。

　よって、製品の器種における画一的な生産が行われ

る過程は次のようにまとめられる。�7 世紀後半の大

規模な陶工の移動に伴い、窯場の器種構成がそれ以前

と大きく変化したが、地域的分業化が確立した段階

で、陶工集団の定着化が行われた。そして、その定着

した陶工集団により窯場の特色が形成されたが、�7 世

紀後半の段階ではまだ海外需要という共通の需要のた

めに共通して生産される器種の製品が多かった。そし

て、�7 世紀末以降は海外需要が減退することで、窯場

がもっている本来の特色が器種構成にもより現れるよ

うになる。しかし、�7 世紀末〜 �8 世紀前半にかけて

は器種においてまだ極端な偏りはなく、特色となる器

種を主体としながらも窯場ごとに複数の器種の生産が

行われているようである。そして、�8 世紀後半以降に

なると、生産される製品の種類がさらに減り、製品の

器種における分業化が促進されたと考える。製品種別

制度はこうした前提のもとに制度化されたものであろ

う。

文　献

池田史郎編 �966　『皿山代官旧記覚書』金華堂

中島浩氣 �936　『肥前陶磁史考』（復刻版 �985 青潮社）

野上建紀 �99�　「肥前磁器の製品における裏文様につ

いて− �8 世紀前半の製品を中心として−」『有田町歴

史民俗資料館・有田焼参考館研究紀要』第１号 ,p6-2�

野上建紀 �993　「泉山口屋番所遺跡発掘調査概報」『金

沢大学考古学紀要』第 20 号 ,p�02-��0

野上建紀 �99�　「応法地区の窯業について」『有田

町歴史民俗資料館・有田焼参考館研究紀要』第３
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　　　コシの四隅突出型墳丘墓

  　前田清彦

１　はじめに
　「四隅突出型墳丘墓」は弥生時代中期〜終末期に山
陰・山陽地方において盛んに造営された墳墓で、文字
通り方形主丘部の四隅が外方へ突出している区画墓で
ある。そして、弥生時代後期後半〜終末期には、北陸
地方（越＝コシ）においても造営され、日本海側の歴
史的交流を象徴する遺構として注目されている。
　『記紀』に見られるように、ヤマト王権に意識された
日本海側諸地域の最も古い区分は、出雲（イヅモ）、丹
波（タニハ）、越 ( コシ ) である（１）。このうち『出雲
国風土記』にみえる国引き説話、ヤマタノオロチ説話、
オオナモチによる越の八口の平定説話、出雲国古志郷
説話など、イヅモとコシの関係は非常に密接と理解さ
れる。そして、コシにおける四隅突出型墳丘墓の造営
はまさにこの歴史的交流を象徴するものと説かれ、こ
れに異論を唱える者はいない。しかし、その歴史的意
義の実像に関してはいまだ定説をみていない。つまり

「どのような人々が、何のために、イズモ様式の墓をコ
シに造ったのか？」という命題に対する回答である。
　この遺構について私は、かつて発掘調査を担当した

「報告書」の考察編（前田 �993）において検討したこ
とがあるが、旧稿から �0 年余が経過し、調査事例が
増加して新たに検討すべき資料も累積された。そのよ
うな中で、最近この四隅突出型墳丘墓に関する発表の
機会を得たので（２）、その発表要旨に若干の補足を加
えて私の見解を整理しておきたい。

２　コシにおける四隅突出型墳丘墓の概要
　まずは最新の資料をもとに現在の状況を整理してお
こう。
①　分布と造営時期（表１、図 5）
　コシの四隅突出型墳丘墓は、平成 �9 年 5 月現在で、

「越前」に 3 遺跡 �0 基、「加賀」に � 遺跡 2 基、「越中」
に � 遺跡 7 基、計 8 遺跡 �9 基が確認されている。「若
狭」・「能登」・「越後」には現在までのところ報告例は
ない。このうち「若狭」は、丹後・丹波＝タニハとの
歴史的交流が強く、特に弥生時代においては越前以北


